
評価基準

４：連携内容を上回って実施している極めて良好な状
態、かつ卓越した水準である。

総合評価

「総合評価：4段階」は、「自己
評価：4段階＋外部評価：4段階
（総点/総数：小数点第2位を四捨
五入）/2」とする。
※「外部評価」、及び「総合評
価」の「評価基準」の指標は、4
段階とする。

3：連携内容のとおり実施している良好な状態、かつ概
ね適切な水準である。

2：連携内容のとおり十分には実施していない状態及び
水準である。

１：連携内容と照らして、全く実施されていなく、改善
が求められる状態である。
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評価の視点

大学の方針の有無等

自己評価、意見聴取、外部評価、
公表の有無

点検・評価項目

１．【方針】本学は、本事業を遂行するにあたり、事業の成果を適切に社会に
還元するための社会連携・社会貢献に関する方針を明示しているか。

２．【地方公共団体、地元産業界等と大学との連携】本学は、本事業におい
て、地方公共団体や地元産業界等から要望を受けて実施しているか。

３．【体制整備】本学は、本事業を遂行するにあたり、学内組織との連携体
制、学外組織との連携体制を適切に整備されているか。

４．【評価、意見聴取、公表】本事業において、自己評価、意見聴取、外部評
価を実施し、公表しているか。

要望書の有無等

学内外における体制整備の内容

地方の職を支える人材育成

テーマ：地元産業界等との地域の課題解決に向けた連携事業の実施、公表

【点検・評価】

事業名：「長崎県・佐世保市：IR誘致の検証～長崎国際大学IR研究会～」
本学が属する長崎県・佐世保市ではIR誘致活動に積極的に取り組んでいる。本学では、「長崎県・佐世

保市IR推進協議会」からの要望書を受け、「長崎国際大学IR研究会」において、IRを誘致した場合の専門
的な人材の育成や地域への影響、懸念される依存症対策等について検証を行う。長崎県・佐世保市のIR担
当者と本学IR研究会メンバーがIR研究会研究報告会を通して継続的な協議を行い、今年度中に長崎県・佐
世保市に対し、IRの導入における総合的な提言をフィードバックする。また、同事業については、自己点
検・評価を実施し、「連携連絡会議」において外部評価を行う。



総合評価
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４．【評価、意見聴取、公表】本事業において、自己評価、意見聴取、外部評価を実施し、公表しているか。

自己評価 点検・評価項目、分析　他

3 本事業における「自己評価」については「地域連携センター会議」、「意見聴取、外部評価」については本学並びに本法人と連携協定を締結している団
体との会議において実施し、その結果については本学ウェブサイトに公表予定である。
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本事業は、学内は「長崎国際大学IR研究会」、「人間社会学部国際観光学科」、「地域連携センター」、「地域連携室」の体制、学外は「長崎県・佐世
保市IR推進協議会」、「長崎県IR推進課」と体制を整備し推進している。また本年度は、同課と複数回打ち合わせを行い、特に
・九州・長崎IR誘致の現状についての情報交換
・九州IR推進協議会（仮称）
・特定複合観光施設（IR）国際観光人材育成支援補助金
・2021/2/27（土）「九州・長崎国際観光人材育成セミナー第1回ホスピタリティ産業と人材育成」ウェビナー開催済
・「国際観光人材育成コンソーシアム九州・長崎（仮称）」準備会発足、「九州・長崎IR安全安心ネットワーク協議会準備会」
・リカレント教育プログラムの構築
について、協議中である。

3 本事業は、「長崎県・佐世保市IR推進協議会」、「長崎県IR推進課」と連携し、推進している。それに伴い、本学へ長崎県IR推進課から「地域の課題解
決に向けた連携について（要望）」を受け、実施している。

3．【体制整備】本学は、本事業を遂行するにあたり、学内組織との連携体制、学外組織との連携体制を適切に整備されているか。

自己評価 点検・評価項目、分析　他

自己評価

長崎国際大学

テーマ：地元産業界等との地域の課題解決に向けた連携事業の実施、公表

外部評価
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【点検・評価表】

自己評価

3.253

点検・評価項目、分析　他

本学は、「長崎国際大学地域・産学官連携活動の基本方針」を作成し、同方針に沿って活動している。また組織としては、地域連携センター（事務局：
地域連携室）が学内に常設している。

２．【地方公共団体、地元産業界等と大学との連携】本学は、本事業において、地方公共団体や地元産業界等から要望を受けて実施
　　　しているか。

自己評価 点検・評価項目、分析　他

１．【方針】本学は、本事業を遂行するにあたり、事業の成果を適切に社会に還元するための社会連携・社会貢献に関する方針を明示
　　　　　しているか。
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